
令和２年度中野市長定例記者会見（11月） 顛末 

 

 

■期日 令和２年 11月 24日（火） 

■時間 午前 11時～11時 15分 

■会場 市役所５階 52・53号会議室 

■出席社 11 社（北信ローカル、新建新聞、読売新聞、信濃毎日新聞、産経新

聞、テレビ北信、長野放送、時事通信、信越放送、テレビ信州、

長野朝日放送） 

 

 

＜質疑応答＞ 

 

―市長への質問- 

 

【テレビ信州】 

 住みよさで選ばれる中野市にしたいと就任式の時におっしゃられていたが、

具体的に市長として、どのように取り組んでいきたいと考えているか改めてお

聞きしたい。 

【市長】 

 私の公約にございます「小中学校の給食費の軽減」、それと「新婚家庭への家

賃補助等」についてでございます。まずは、足元から固めるという意味です。 

 

【長野放送】 

 就任式のなかで、住みよい中野市と農業の支援とおっしゃっていたが、具体的

に、現在考えている支援があればお聞かせいただきたい。 

【市長】 

 中野市として農業振興と新しい販売のルート等については、今後考えていく

次第です。また、全国の中で、特に都会の方で、この地域に来て農業を行いたい

という方もいると私は聞いております。そういう方の支援も含めまして、この地

域に来ていただいて、住んでいただいて次の後継者になっていただけるよう支

援をしていきたい。 

  

【読売新聞】 

 率直に、就任式を終えた現在の心境を教えていただきたい。また、先ほどおっ



しゃられた２つの公約、小中学生の給食費軽減と新婚家庭の支援について、いつ

頃を目途に実現をしたいというのを改めて教えていただきたい。 

【市長】 

 最初に、小中学校の給食費の軽減と新婚家庭の家賃補助等についは、12 月

議会がございますので、その中で提案できるようでしたら、速やかに行っていく

所存であります。 

それと、現在の心境ですが、やはりこれから４年間が始まりますので頑張っ

て責務を果たしていくという気持ちでいっぱいです。また、本日たくさんの支援

者の方に来ていただきましたので、皆さんの気持ちと考えていらっしゃること

を少しでも市政に活かすことができるよう、行動に移していきたいと思います。 

 

 

―発表に対する質問― 

 

【読売新聞】 

今回の補正予算は、いわゆるコロナ対策での予算というのは含まれているか。 

【総務部長】 

「信州なかの未来券」発行の補助の清算ができたので、その減額があります。

またリビングシフト拠点整備に充当するものや、コロナで予定していた事業が

行えなかったものがありますので、その減額があります。 

 

 

【読売新聞】 

湯本市長にお聞きしたい。先ほど質問すればよかったのだが、市長がおっしゃ

った公約について、12 月議会において追加で提案するという形で理解してよい

か。 

 

【市長】 

 給食費等については現在調整中なので、整いましたら追加して提案する予定

です。 

 


